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船舶事故調査報告書 

 

                               令和６年３月６日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 乗組員負傷 

発生日時 令和５年６月１９日 ０７時４０分ごろ 

発生場所 宮城県気仙沼市大島十八鳴
く ぐ な り

浜
はま

東方沖 

気仙沼唐島灯台から真方位３４２°１,２８０ｍ付近 

 （概位 北緯３８°５２.４′ 東経１４１°３８.２′） 

事故の概要  漁船共
きょう

進
しん

丸は、漂泊して清掃作業中、船長が負傷した。 

事故調査の経過  令和５年６月２７日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台事

務所）を指名した。 

 なお、後日、１人の地方事故調査官を新たに指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 共進丸、３.４トン 

ＭＧ３－４９２９３（漁船登録番号）、個人所有 

１０.７０ｍ（Lr）×２.８５ｍ×０.８９ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、１９１kＷ（動力漁船登録票による）、平成２７年

９月１１日 

 乗組員等に関する情報 船長 ６７歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成１６年１０月４日 

  免許証交付日 令和元年６月１３日 

（令和６年１０月３日まで有効） 

 死傷者等 重傷 １人（船長）  

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過 本船は、船長及び甲板員１人が乗り組み、延縄式ほたて養殖施設

（以下「養殖施設」という。）の浮体等の清掃作業を行う目的で、令

和５年６月１９日０７時３０分ごろ気仙沼市外
そと

浜
はま

港を出港し、十八鳴

浜東方沖の養殖施設に向かった。 

 本船は、０７時３８分ごろ養殖施設に到着し、船首を東方に向けて

浮体の南側約４ｍで行きあしを止めて漂泊し、主機を中立運転とした

後、浮体等の清掃作業に取り掛かった。 

 船長は、操舵室前面の中央付近の前部甲板上で浮体に取り付けてい
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たロープ（以下「取付けロープ」という。）に同室前面の右舷側の同

甲板上に設置した電動昇降式クレーン（以下「クレーン」という。）

から延びたロープの先端に取り付けたロープキャッチャー（以下

「キャッチャー」という。）を引っ掛けた後、前部甲板の左舷側中央付

近に移動し、クレーン用リモコンを操作して浮体の引き寄せを開始し

た。（図１、図２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本船は、０７時４０分ごろ、浮体が約２ｍの距離まで接近した際、

キャッチャーを引っ掛けていた付近で取付けロープが破断し、その反

動で大きく振れ回ったキャッチャーが、船長の右前腕を直撃した。 

甲板員は、携帯電話で１１９番通報をして救急車を要請するととも

に、清掃作業をやめ、船長が、本船を操船して帰途に就いた。 

本船は、０８時００分ごろ外浜港に入港し、船長が、救急車で気仙

沼市内の病院に搬送され、診察の結果、右前腕橈骨及び尺骨骨折と診

断され、手術を受けて２３日間入院した。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

図２ キャッチャー 

図１ 養殖施設に取り付けられた浮体等の略図 

浮体 

（長さ約１ｍ、最大

直径約５０cm、プラ

スチック製、たまご

形、両端にロープ穴

付） 

取付けロープ 

（長さ約２.５ｍ、直径

約１２mm、ナイロン

製） 

キャッチャー 

（重さ１.８㎏、ステンレス製 

ｄ:１９mm、ｄ１：１６mm 

Ｌ：３１５mm、Ｂ２２０mm） 
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 その他の事項 船長によれば、本事故発生に至る状況等は、次のとおりであった。 

(1) ふだん浮体等の清掃作業に当たり、取付けロープの触手点検

までは行っていなかったものの、目視点検を行っており、本事

故当時も同様に目視点検を行った際、異状を認めなかった。 

(2) 取付けロープは、令和２年６月ごろ新替えを行った。また、

取付けロープは、３～４年ごとに新替えを行っていたものの、

取付けロープが、経年により劣化していたのかもしれないと本

事故後に思った。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、十八鳴浜東方沖において、漂泊して浮体等の清掃作業中、

船長が、キャッチャーを取付けロープに引っ掛けて、クレーンで浮体

を引き寄せていたところ、取付けロープが破断したことから、その反

動で大きく振れ回ったキャッチャーが、自身の右前腕を直撃して負傷

したものと考えられる。 

船長は、浮体等の清掃作業を行う際、取付けロープの目視点検を行っ

ていたものの、経年により劣化していたことから、本事故時に取付け

ロープが破断して負傷したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、十八鳴浜東方沖において、漂泊して浮体等の清

掃作業中、船長が、キャッチャーを取付けロープに引っ掛けて、クレー

ンで浮体を引き寄せていたところ、取付けロープが破断したため、そ

の反動で大きく振れ回ったキャッチャーが、自身の右前腕を直撃した

ことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、毎年行う浮体等の清掃作業の際、取付けロープの触手点

検を行い、劣化状況に応じて取付けロープの新替えを行うこと。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県 

事故発生場所 

（令和５年６月１９日 

 ０７時４０分ごろ発生） 

気仙沼市 

大 島 

外浜港 

★ 

十八鳴浜 

気仙沼唐島灯台 


